
県
は
、
７
月
か
ら
、
こ
れ
ま

で
就
学
前
ま
で
と
し
て
き
た
乳

幼
児
医
療
費
助
成
制
度
の
対
象

者
を
、
子
育
て
支
援
医
療
と
し

て
入
院
の
み
小
学
６
年
生
ま
で

拡
大
し
ま
し
た
。

独
自
に
拡
充
す
る
県
内
自

治
体
が
続
出

県
内
自
治
体
で
も
、
６
月
議

会
が
終
了
し
ま
し
た
が
、
県
に

上
乗
せ
し
て
７
月
か
ら
実
施
す

る
と
こ
ろ
が
増
え
て
お
り
、
来

年
度
さ
ら
に
拡
大
の
意
向
を
表

明
す
る
首
長
も
出
て
い
ま
す
。

住
民
の
要
望
の
強
さ
と
運
動
、

そ
し
て
日
本
共
産
党
地
方
議
員

の
奮
闘
が
あ
り
ま
す
。

県
と
同
様
の
内
容
は
、
35
自

治
対
中
、
新
庄
市
、
高
畠
町
、

真
室
川
町
、
大
蔵
村
、
鮭
川
村

の
５
自
治
体
の
み
で
、
30
自
治

体
で
何
ら
か
の
上
乗
せ
と
単
独

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

酒
田
市
と
南
陽
市
は
、
入
院

の
み
中
学
３
年
生
ま
で
対
象
を

広
げ
、
外
来
も
含
め
て
対
象
年

齢
を
拡
大
し
た
の
は
小
６
ま
で

天
童
市
と
白
鷹
町
、
小
３
ま
で

尾
花
沢
市
、
大
石
田
町
、
遊
佐

町
、
小
１
ま
で
山
形
市
と
な
っ

て
い
ま
す
。
所
得
制
限
や
一
部

負
担
金
に
つ
い
て
も
、
撤
廃
の

方
向
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

■

■

県
で
も
各
自
治
体
で
も
、
子

ど
も
医
療
費
助
成
制
度
を
国
の

制
度
と
し
て
確
立
す
る
よ
う
要

望
を
続
け
て
い
ま
す
が
、
日
本

共
産
党
は
一
貫
し
て
草
の
根
運

動
と
結
ん
で
、
国
政
で
も
粘
り

強
く
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

総
選
挙
で
こ
の
力
、
さ
ら
に

大
き
く
広
げ
ま
し
ょ
う
。

笹
山
県
議
は
質
問
の
初

め
に
、
６
月
補
正
予
算
案

に
つ
い
て
、
新
た
な
総
合

計
画
の
策
定
、
最
上
川
世

界
遺
産
登
録
申
請
事
業
の

中
止
は
妥
当
と
指
摘
し
、

社
会
福
祉
施
設
整
備
の
助

成
、
農
林
水
産
業
の
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
支
援
、
県
立

子
ど
も
館
駐
車
場
の
無
料

化
、
鶴
岡
市･

七
五
三
掛
地

区
地
滑
り
対
策
、
雇
用
対

策
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
る
こ
と
に
一
定
の
評
価

を
表
明
し
ま
し
た
。

笹
山
県
議
は
、
労
働
者

派
遣
法
の
抜
本
見
直
し
と

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
廃

止
に
つ
い
て
、
吉
村
美
栄

子
知
事
の
見
解
を
問
い
ま

し
た
。

吉
村
知
事
は
、
自
身
の

見
聞
き
し
た
体
験
に
も
触

れ
な
が
ら
、
労
働
者
派
遣

法
に
つ
い
て
、
「
生
活
を
不

安
定
に
す
る
労
働
形
態
だ

と
実
感
し
て
い
る
」
と
し

て
、
「
国
に
抜
本
的
見
直
し

を
し
て
も
ら
わ
な
い
と
社

会
が
お
か
し
く
な
っ
て
し

ま
う
」
と
見
解
を
述
べ
ま

し
た
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
つ
い
て
、
知
事
は
「
国

民
皆
保
険
は
必
要
で
あ
り
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は

維
持
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
「
今
後
も
安
定

的
に
運
営
さ
れ
る
よ
う
国

に
要
望
し
て
い
く
」
と
答

え
る
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

笹
山
県
議
は
、
「
私
ど
も

と(

見
解
は)

違
う
」
と
指

摘
し
ま
し
た
。
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渡辺ゆり子活動報告

６月県議会 ふりかえって

６
月
議
会
は
９
日
閉
会
し
、
全
議

案
を
原
案
通
り
議
決
し
ま
し
た
。

７
日
に
は
日
本
共
産
党
県
議
団
の

笹
山
一
夫
団
長
が
予
算
特
別
委
員
会

の
質
問
に
立
ち
、
９
日
は
私
、
渡
辺

ゆ
り
子
が
反
対
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

予算特別委員会で
知事表明

笹山県議の質問項目(抜粋)

◆ 在宅酸素療法患者へ県の医療支援を

◆ 公立･私立高校での授業料減免制度

の充実を

◆ 県の自殺対策について

◆ 「無料･低額診療事業」を県立病院

でも実施すべき

◆ 小･中･高･特別支援校の教育の質向

上へ、本務教員の配置を増やせ

◆ 非常勤講師(大卒のパート職員)が増

大した原因と解消への対策

質問に立つ笹山県議団長
＝７日、県議会予算特別委員会

本
会
議
で
の
反
対
討
論
で
は
、

▽
県
税
条
例
の
先
物
取
引
に
関

わ
る
規
制
緩
和
と
大
企
業
の
不

動
産
取
得
税
を
優
遇
す
る
内
容

の
改
定
、
▽
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
対
象
事

務
を
拡
大
す
る
内
容
の
条
例
改

定
に
つ
い
て
の
２
議
案
と
、
請

願
「
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス
米
の

輸
入
見
直
し
に
関
す
る
意
見
書

提
出
に
つ
い
て
」
を
農
林
水
産

常
任
委
員
会
で
不
採
択
と
し
た

こ
と
に
対
し
て
討
論
し
ま
し
た
。

請
願
に
つ
い
て
、
私
は
「
政

府
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
協
定
で
『
輸
入

機
会
を
与
え
る
』
と
さ
れ
て
い

る
の
に
、
全
量
買
い
入
れ
を

『
義
務
だ
』
と
し
て
ミ
ニ
マ
ム

ア
ク
セ
ス
米
輸
入
を
続
け
て
き

た
」
と
指
摘
し
、
「
昨
年
の
汚

染
米
事
件
は
、
外
米
輸
入
の
ノ

ル
マ
と
在
庫
処
理
を
優
先
さ
せ

食
の
安
全
性
を
な
い
が
し
ろ
に

し
た
結
果
だ
」
と
主
張
、
「
食

料
の
自
給
率
向
上
、
国
際
的
な

各
国
の
食
料
主
権
尊
重
の
流
れ

か
ら
も
、
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス

米
輸
入
中
止
を
求
め
る
請
願
は

願
意
妥
当
、
採
択
す
べ
き
」
と

強
く
結
び
ま
し
た
。

▼
▼

高

齢
者
差
別
の
後
期
医
療

▲
▲

県
議
会
の
笹
山
県
議
の
質

問
で
、
「
公
立
も
私
立
も

高
校
生
の
授
業
料
減
免
が

増
加
し
て
い
る
」
と
し
た

答
弁
が
あ
り
、
報
道
で
も

取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

最
近
、
日
本
の
高
校
や

大
学
の
学
費
が
高
く
、
教

育
の
機
会
さ
え
奪
わ
れ
て

い
る
実
態
が
指
摘
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
、
大
学
ま
で

学
費
が
無
償
か
低
額
、
高

学
費
の
ア
メ
リ
カ
も
、
返

さ
な
く
て
も
よ
い
給
付
制

の
奨
学
金
が
一
定
あ
る
、

と
の
こ
と
で
す
。

私
の
学
生
時
代
は
、
ま
だ

授
業
料
が
安
く
、
親
か
ら
の

仕
送
り
な
し
で
、
ア
ル
バ
イ

ト
し
な
が
ら
勉
強
し
て
い
る

人
が
珍
し
く
な
か
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。

今
は
、
入
学
金
を
は
じ
め

ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、
入
学
し

て
も
学
費
負
担
が
重
く
、
奨

学
金
は
教
育
ロ
ー
ン
化
し
て

い
ま
す
。
卒
業
時
に
す
で

に
数
百
万
の
借
金
を
背
負
っ

て
社
会
に
出
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
若
い
人
に
『
自

己
責
任
で
ガ
ン
バ
レ
』
と

い
う
の
で
し
ょ
う
か
？
教

育
は
社
会
全
体
で
保
障
し

て
い
く
べ
き
大
事
な
仕
事

で
あ
り
、
軽
視
す
れ
ば
必

ず
し
っ
ぺ
返
し
が
来
る
も

の
と
思
い
ま
す
。

教
育
予
算
を
削
減
し
て

き
た
自
民
党
政
治
の
責
任

は
、
大
で
す
。
日
本
共
産

党
は
、
昨
年
、
学
費
に
関

す
る
緊
急
提
言
を
発
表
し
、

世

論
を

広
げ

て
い

ま
す

。

「
経
済
的
理
由
で
学
業
を
断

念
す
る
若
者
を
出
さ
な
い
た

め
に
」
の
運
動
を
広
げ
ま
し
ょ

う
。

ゆ
り
子

の
視
点

世界一の高学費 解消を

気迫をこめて街頭から訴える(左から)高橋ちづ子衆院議

員、佐藤まさゆき衆院比例候補、ゆり子県議

＝12日、山形市松見町

笹
山
「
欧
州
に
例
の
な
い
制
度
」
と
指
摘

知
事
「
安
定
運
営
を
要
望
」
に
と
ど
ま
る

〝
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス
米
輸
入
中
止
求
め
る
〞

ゆ
り
子
県
議

討
論
で
採
択
を
主
張

請願


